
はじめに

　魚ののぼれる川づくりは、２００３年から取り組み

今年で３年目になります。

　先ず、川の選定から現場に出かけて一番調査し

やすく、その後の動きが観察しやすい場所として

志賀町を流れる１級河川喜撰川を選びました。

　はじめの２年間は、主に河口部から上流にかけ

て魚の生息調査を行いました。面的な意味から喜

撰川以外の川へも足をのばし、近くを流れる天川

とか和邇川、真野川なども調べました。

　２年間の調査で喜撰川の魚の生息分布が、河口

から源流部までほぼわかりました。

　明らかになったことは、第一に河口部から続く

川の上流の落差工の堰までは魚がたくさんいるの

に、この堰を境にして極端に魚が少なくなるとい

うことでした。そして、いくつかの堰を上流に遡

上すると魚はほとんどいなくなり、多自然型の工

法で所によってはまったく魚がいないところも出

てきました。さらに、源流部では巨大な砂防堰堤

で完全に行き止まりとなり、水は地下浸透からか

ろうじて出てくるという状況がありました。

　このような状態は、琵琶湖を取りまく他の河川

にも共通して言えることだと考えられます。

　このような実態を踏まえ、河川の魚の生息にと

って何が問題なのかを考えた結果、堰堤の高い落

差工に最大の問題があることが明らかになりまし

た。

　そこで、魚道設置などの方法を行政に相談しま

したが、すぐには財政的に困難であるという返事

でした。では、われわれでできないのか、何がで

きるだろうと議論する中で、間伐材などを使って

魚道を造ろうという話になり、これまでに行われ

てきたいくつかの魚道を参考に考えましたがなか

なか過去の事例からは良い案が浮かびませんでし

たが、魚がのぼれる程度の段差をつけて箱を並べ

たらどうだろうというアイデアが出され、固定は

土のうや石などである程度可能ということで、さ

っそくその箱型魚道を試作して実際に川に設置し

てみました。

　結果、まずまず良好でしたので本格的な魚道制

作に入り約３ヵ月間で７つの箱を完成させ、地元

同意を得て滋賀県から許可を受けて５月２１日設置

となりました。

　ところが、今年はあいにくの晴天続きでほとん

ど雨が降らず、魚道設置許可期限の１８日（５月２１

日～６月７日）の内雨が降ったのは僅かに３日間

で、それも本格的な雨は魚道設置直後の５月２１日

夜から２２日午前中の半日で、後は水が僅かに流れ

ているか完全に止まっている状況となり、魚が遡

上できる条件に恵まれないまま撤去せざるをえま

せんでした。

　しかしながら、２１日の夜雨が降った後、水量が

増し設置した箱型魚道の最上段の底がぬけるとい

うハプニングがありましたが、このとき残った箱

の中から逃げ遅れた２匹の鮎を発見し、この魚道

をのぼったことは間違いなく、今後に明るい展望

を与えるものでした。

　魚ののぼれる川づくりの活動は、今回の取り組

みをもとにさらに勉強し、昔のように琵琶湖に注

ぐたくさんの河川に魚があふれるときを夢見てこ

れからも続けていきたいと考えています。
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活動の経過報告

【２００４年】

２月８日（日）シンポジウム　「魚ののぼれる川

　　　　　　　づくり」　講師・高橋さち子氏　

　　　　　　　３６名

４月１０日（土）魚の調査　和邇川から真野川へ

　　　　　　　９名

　　２１日（水）魚の調査　真野川～天川　６名

５月３０日（日）魚の調査　ナマズの産卵する田

　　　　　　　んぼ～和邇川下流

６月２５日（金）タカラハーモニスト助成金５０万

　　　　　　　円受領

　　２６日（土）魚の調査　喜撰川河口から上流

　　　　　　　部へ　１２名

　　　　　　　　　　　　国、県、学者も参加

７月１７日（土）魚の調査　喜撰川　７名

９月２５日（土）魚の調査　喜撰川下流から中流

　　　　　　　へ　４名

１０月１６日（土）�喜撰川第１堰に魚道試験的に設

　　　　　　　置　７名

１１月２７日（土）魚の調査　喜撰川下流、　中西

　　　　　　　昭さん（中浜）のお話を聞く　

　　　　　　　９名

【２００５年】

２月１３日（日）　魚道作り　５名

３月２１日（休）　魚道作り　１２名

４月１６日（土）　魚道造り　完成　４名

４月２６日（火）　滋賀県に魚道設置許可申請

５月２１日（土）　魚道設置　��名

　　３１日（火）　魚の調査　３名

６月７日（火）　魚道撤去と魚の調査　３名

２００４年魚ののぼれる川づくり活動報告

　２年前からはじめたこの活動も、調査から実験

の段階に入りました。

　これまでは、喜撰川の河口から上流にかけて主

に河川形状と魚の生息状況を調査してきました。

　また、他の河川にも足をのばし真野川とか和邇

川、ナマズののぼる小川なども調べました。また、

地元の方から昔の喜撰川について話をお聴きしま

した。

　そうした調査をもとに昨年１１月には実際に間伐

代で実際に魚道の一部を造って設置を試みたとこ

ろ、一定の良い感触を得ましたので今年の５月に

は全体の魚道を完成させ設置実験したいと考えま

す。

　実際の設置には県の許可がいりますが、滋賀県

でも昨年から「魚ののぼる川づくり」や「魚のゆ

りかご水田プロジェクト」などを始めており、す

ぐに設置とは行きませんが官と民で実験と協議を

重ねながら実用化にもっていきたいと考えます。

魚道作り報告　　

�　３月２１日の魚道作りは天気もよく１２名の参加

がありました。魚道作業は専門的なところがあり、

半分は竹筒づくりをしていただきました。魚道は、

あと３箱（全体で７箱をつなぐ）でしたが、最も

難しい部分の製作となったため時間を要し最後の

１箱が未完成となりましたが、この分は設置予定

の５月８日までに折を見て完成させることになり

ました。今後の問題は、県に申請したとき許可が

得られるかどうかという点です。頭と時間とお金

を使って取り込んだこの作業を実りあるものにす

るため何とか設置にこぎつけ、魚がのぼるところ

を見てみたいものです。�

�

魚道設置　２００５.５.２１

�　好天に恵まれ予定通り喜撰川に魚道設置をす

ることができました。

参加者は１７名（会員６、みどりの���２、学生１、琵

琶湖博物館うおの会３、国交省２、水資源１、地

元１、一般１）。マスコミは読売新聞と読売県民情

報紙がきてくれました。ギャラリーは地元の方が
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４～５人、中に小学生の子供も珍しそうに見学し

ました。�

　間伐材魚道は水漏れが予想外に激しく、シート

を敷くという予想外の展開はありましたがほぼ計

画通り設置を完了し通水することができまた。後

は、この魚道を魚がぼれるかどうかです。

鮎の遡上確認!!

　翌２２日は雨、魚道の観察に行くと第７段目（最

上流）の木箱の底が抜けていました。おそらく前

日の夜からの雨で水量が増し、その重みでぬけた

のでしょう。あわてて３名で急遽補修を行なうと

いうハプニングがありましたが、木箱の中では逃

げ遅れた２匹の鮎を確認することができました。

鮎がこの魚道をのぼってきたことになります。

�

魚道撤去

　７日（火）の魚道撤収は６名（���３寺川、栗

林、松田）、（みどり���１坂口）（うおの会１村

上）（学生１鵜飼）でおこないました。魚道を設置

した堰にはまったく水が流れていませんでした。

　上流での魚の調査は新たな種としてタカハヤ

（写真）を見つけましたがこの魚はさらに上流で

生息を確認していた魚のため、下流からのぼって

きたとはいえないでしょう。

６月７日の許可期限一杯までひっぱりましたが雨

はしょぼしょぼとしか降らず魚がのぼりたくなる

ような雨はこの２週間で２２日の１日だけ、ところ

がそのチャンスも魚道の底が抜けるというハプニ

ングがあり、結局鮎は箱の中の２匹が遡上の証拠

となりましたが上流で確認することはできません

でした。しかし、今回の魚道設置実験でなかなか

いい感じなことはつかめましたのでこの箱型魚道

で再チャレンジしたいと思います。

　また、これを石で作ろうという話もあり、すで

に研究を進めています。皆様のアイデアといろい

ろな形での参加をお願いします。
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